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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で下落しました。またトルコの2年国債金利に

ついては、金利上昇となりました。

注目されていた９月の消費者物価指数については、

市場予想とほぼ同水準となりましたが、食料品や飲料、

エネルギー、タバコ、金などを除いたコア消費者物価

指数は市場予想を上回る上昇となりました。コア消費

者物価指数の上振れやクルド人自治区をめぐる地政

学リスクへの懸念が材料視されたほか、米国の金融引

き締め観測の高まりも金利上昇、トルコ・リラ安要因と

なりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

10月8日（現地）にトルコと米国が互いにビザ（査証）
発給業務を停止するなど、対米関係の悪化が懸念さ
れる状況にあります。しかし中東情勢をめぐる状況など
を考慮すれば、米国がトルコとの関係をさらに悪化さ
せることは望んでいないと考えられます。米国との関
係悪化による市場の混乱の程度、持続性および経済
への影響や、関係各国の利害関係を見極めながら、
今後の状況を注視する必要があると考えます。

またクルド人自治区をめぐる地政学リスクの動向に関
しても、引き続き注意が必要な環境になると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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2017年10月11日

【2017年9月30日～2017年10月6日までの推移】


